









































































蒋介石（国民党） 1949 ～ 1975 大陸に逆襲する。
蒋経国（国民党） 1975 ～ 1988 大陸に逆襲する代わりに三民主義で中国を統一する。 














































2009 年 8 月台風 8 号の被害で支持率低
下。
2010 年中国と（ECFA）を締結した。













2015 年 11 月シンガポールで「馬習会」
を実現。 







































































































































































































































































































































































































































































































































































21）台湾国防部（国防省）によると、遼寧号は 2017年 1月 11日午前７時（日本時間
同８時）、台湾の防空識別圏（ADIZ）の西南区域内に進入した。このとき遼寧号は
北に向かっており、所属基地のある山東省青島の基地に戻る途中だったとみられ
ている。蔡英文不在時の意図的な低速度での通過には台湾を牽制する目的があっ
たとされる。
22）当時の台湾の陳水扁大統領より提出された両岸関係を規定する表現の一つで、
台湾と中国はそれぞれ別の国であるというもの。
23）「反分裂国家法」の内容は下記である（中国駐日大使館資料による）。
第１条　「台独」分裂勢力（「台湾独立」をめざす分裂勢力）が国家を分裂させるの
に反対し、これを阻止し、祖国平和統一を促進し、台湾海峡地域の平和・安
定を守り、国家の主権および領土保全を守り、中華民族の根本的利益を守る
ため、憲法に基づいて、この法律を制定する。 
第２条　世界に中国は一つしかなく、大陸と台湾は同じ一つの中国に属してお
り、中国の主権および領土保全を分割することは許されない。国家の主権お
よび領土保全を守ることは、台湾同胞を含む全中国人民の共同の義務である。 
　台湾は中国の一部である。国は「台独」分裂勢力がいかなる名目、いかなる方
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式で台湾を中国から切り離すことも絶対に許さない。 
第３条　台湾問題は中国の内戦によって残された問題である。 
　台湾問題を解決し、祖国の統一を実現することは、中国の内部問題であり、
いかなる外国勢力の干渉も受けない。 
第４条　祖国統一の大業を達成することは、台湾同胞を含む全中国人民の神聖
な責務である。 
第５条　一つの中国の原則を堅持することは、祖国平和統一実現の基礎である。 
　祖国統一の平和的方式による実現は、台湾海峡両岸同胞の根本的利益に最も
合致する。国は最大の誠意をもち、最大の努力を払って、平和統一を実現する。 
　国家の平和統一後、台湾は大陸と異なる制度をとり、高度の自治を行うこと
ができる。 
第６条　国は次の各号に掲げる措置を講じて、台湾海峡地域の平和・安定を守
り、両岸関係を発展させる。 
１、両岸の人的往来を奨励、推進し、理解を増進し、相互信頼を強める。 
２、両岸の経済交流と協力を奨励、推進し直接通信・通航・通商によって、両
岸の経済関係を密接にし、相互利益・互恵をはかる。 
３、両岸の教育、科学技術、文化、衛生、スポーツ交流を奨励、推進し、中華
文化の優れた伝統を共同で発揚する。 
４、両岸の犯罪共同取り締まりを奨励し、推進する。 
５、台湾海峡地域の平和・安定の維持および両岸関係の発展に有益なその他の
活動を奨励し、推進する。 
　国は法によって台湾同胞の権利および利益を保護する。 
第７条　国は台湾海峡両岸の平等な話し合いと交渉によって、平和統一を実現
することを主張する。話し合いと交渉はしかるべき段取りを追い、いくつか
の段階に分けて行うことができ、方式は柔軟多様であってよい。 
第８条　台湾海峡両岸は次の各号に掲げる事項について話し合いと交渉を行う
ことができる。 
１、両岸の敵対状態を正式に終結させること 
２、両岸関係を発展させる計画 
３、平和統一の段取りと進め方 
４、台湾当局の政治的地位 
５、その地位にふさわしい台湾地区の国際的な活動空間 
６、平和統一に関連するその他のあらゆる問題 第８条　「台独」分裂勢力がいか
なる名目、いかなる方式であれ台湾を中国から切り離す事実をつくり、台湾
の中国からの分離をもたらしかねない重大な事変が発生し、または平和統一
の可能性が完全に失われたとき、国は非平和的方式その他必要な措置を講じ
て、国家の主権と領土保全を守ることができる。 
　前項の規定によって非平和的方式その他必要な措置を講じるときは、国務院、
中央軍事委員会がそれを決定し、実施に移すとともに、遅滞なく全国人民代
表大会常務委員会に報告する。 
第９条　この法律の規定によって非平和的方式その他必要な措置を講じかつ実
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施に移す際、国は最大の可能性を尽くして台湾の民間人および台湾にいる外
国人の生命・財産その他の正当な権益を保護し、損失を減らすようにする。
同時に、国は中国の他の地区における台湾同胞の権益と利益を法によって保
護する。 
第 10条　この法律は公布の日から施行する。
24）2016年 3月 29日の台湾の行政院の大陸委員会が公布した調査結果によると、
台湾の「現状維持」を支持する台湾人は 86.7％である。また中国の「1つの中国」に
賛同しない台湾人は 7割いる。台湾と中国との今までの交流自体には 8割の人が
賛成している。
